「米百俵御輿」「米百俵半纏」の歴史を認識し、未来へ繋ぐ

1989年 第13代お祭り特別委員会委員長　小師淳雄先輩が米百俵御輿を立ち上げ、初の市民参加型御輿として長岡まつりに参画。合わせて「米百俵半纏」は、一般参加者用として制作され現在に至る。

1998年 第22代お祭り委員会委員長　中村龍三先輩、この年に米百俵神輿会を設立。

2001年 第25代お祭り委員会委員長　坂口徳之先輩、長岡まつり協議会含めた他団体との関わりを本格的に検討。

2002年 第26代拡大お祭り委員会委員長　綿貫賢一先輩、この年まで米百俵神輿で長岡まつりに参加。米百俵神輿会は、JCファンクラブ（市民団体）として協力していた。

2003年 地域交流委員会委員長　長谷川隆先輩、この年は長岡まつり参加事業を再検討し、全体事業としての「米百俵御輿」はとりやめ、JCメンバー有志で宵宮御輿への参加。有志の会は、諸橋和英先輩を筆頭に構成される。このことにより同年、米百俵神輿会は独立（現在の「米百俵神輿会」に至る。）し、米百俵神輿を引き継ぐ。
この時の条件の一つとして今後、長岡青年会議所が「米百俵神輿」は使えないことであった。

2004年 第27代御輿委員会委員長　古川勇人先輩、オリジナル神輿を製作し、長岡JCメンバーのみで渡御。

2005年 メンバーの神輿への参加意欲は根強く、合併した新・長岡市の誕生、長岡JC 50周年を記念し、第28代おまつり委員会委員長　村田靖君が「夢神輿」を新たに立ち上げ、11合併市町村から商工会、青年団等から担ぎ手を集め渡御する。また、この年に「米百俵半纏」を独立した米百俵神輿会に150着譲渡することにより、2団体が同じ半纏を使用することが始まる。

2006年 第29代おまつり委員会委員長　鈴木友也先輩、夢神輿渡御に一般参加者を正式に募集し、市民参加型渡御を再開する。

2011年 第34代おまつり委員会委員長　五十嵐陽平君のもと神輿をより安全に楽しく渡御するため、軽量化された「長岡JC神輿」が新たに誕生しました。
以上の歴史背景がある中で、米百俵御輿が立ち上がってから神輿も時代に合わせ3基目の神輿「長岡JC神輿」が現在へと繋がれております。米百俵神輿会との経緯を正しく認識し、長岡青年会議所としても「長岡JC神輿」を未来へ繋いでいくためにも、神輿と半纏を統一し、一団体として確立する必要があります。また、米百俵神輿会も市民参加を募る団体であり、現在長岡JCが参加者用の半纏として使用しているものも米百俵神輿会と同じものであります。本来「米百俵神輿」は、独立した米百俵神輿会のものであることが正当であります。従って「米百俵半纏」も米百俵神輿会が使用する権利があると考えます。
[bookmark: _GoBack]半纏を明確にすることで、それぞれの団体を識別することができ些細な混乱やトラブルを回避できます。
